
 

 

 

 

 

 

 

 

ＯＤＦ解析ソフトウエアはＸＲＤとＥＢＳＤデータの解析が可能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０１８年 10月１７日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

    odftex@ybb.ne.jp 

 

 

        不明な点がご質問下さい。 

 

 



概要 

 ＸＲＤ，ＥＢＳＤのメーカ製ＯＤＦソフトウエアは、それぞれＸＲＤのみ、ＥＢＳＤのみの解析 

行いますが、メーカ製でないＬａｂｏＴｅｘ，ＴｅｘＴｏｏｌｓ，ＭＴＥＸ，ＡＴＥＸソフトウエアは 

ＸＲＤ，ＥＢＳＤのデータからＯＤＦ解析が可能です。 

ＡＴＥＸはパスなどに日本語があると動作が不安定になります。 

扱うＥＢＳＤデータ（Ｔｉ－ＯＩＭ－ａｎｇ） 

  ＡＴＥＸで描画 

  

扱うＸＲＤデータ（Ｔｉ―Ｒｉｇａｋｕ―ＲＩＮＴ２０００） 

 

 

 

 

 

 



ＸＲＤ解析結果 

 各ＯＤＦ解析ソフトウエアで解析し Exportファイルを GPODFDisplayソフトウエアで表示 

ＬａｂｏＴｅｘ(SM(6(9)))   ＴｅｘＴｏｏｌｓ（ＳＭなし） 

 

ＭＴＥＸ（SMなし）      ＡＴＥＸ（ＳＭなし） 

 

B-Type->A-Type      B-Type->A-Type 

   

 

同一の ODF図が得られます。 



ＥＢＳＤデータから解析   

ＬａｂｏＴｅｘ（ＳＭ（６（９）））   ＴｅｘＴｏｏｌｓ（ＳＭ６（９）））  

 

 

ＭＴＥＸ（ＳＭなし）     ＡＴＥＸ（ＳＭなし） 

>> odf=calcODF(ebsd.orientations) 

 

 

ＭＴＥＸが異なる。使い方の問題なのか？？？ 

 

で phi2 が 30deg シフトする。上記読み込みでＯＤＦ図が一致する。 

 

ＭＴＥＸでは、デフォルトでＸＲＤは半価幅１０ｄｅｇ，ＥＢＳＤは２０ｄｅｇで描画されているので、 

離散データでも平滑化されて表示される。半価幅は変更できる 

 

 

 

 

 

 



ＭＴＥＸの場合、Triclinc で計算し、Ｅｘｐｏｒｔ後 GPODFDisplay で Orthorhombic 化が最適 

ＭＴＥＸ内で Orthorhombic 化では、φ=90deg データが欠落する。 

GPODFDisplay による Triclinic->Orthorhombic 

 Cut1/4は使用しない 

 Ｔｒｉｃｌｉｎｉｃ－＞Ｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃ 

  

 

 

 

 

 

 

 



ＡＴＥＸは、ＯＤＦ図のＥｘｐｏｒｔは行えるが、再計算極点図や逆極点図はＥｘｐｏｒｔ出来ない。 

ＡＴＥＸのＯＤＦ図から再計算極点図や逆極点図の作成は、ＡＴＥＸＯＤＦ図をＬａｂｏＴｅｘに読み込ませて 

行えます。 

ＡＴＥＸのＥｘｐｏｒｔＯＤＦ図をＬａｂｏＴｅｘＯＤＦＦｉｌｅソフトウエアから 

ＬａｂｏＴｅｘで読み込み 

 

再計算極点図 

 

逆極点図 

 

 

 



ＡＴＥＸで計算した極点図 

 

 

 

極点図はＴＤ軸が逆で、極点図も左右が逆転しているように見えます。 

再計算極点図、逆極点図の密度は、ＬａｂｏＴｅｘで計算した値とほぼ一致する。 

 



ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ計算 

Ｌａｂｏｔｅｘ{038}<100>=33% 

 

ATEXの ODFを LaboTexに読み込み  VF=33%の ODF図 

 

 

ＡＴＥＸのＣｏｍｐｏｎｅｎｔｓ 

 

 Ｅｕｌｅｒ角度（０，４５，０）でＡｄｄすると、｛０１１｝＜１００＞を計算する 

 Ｃｕｂｉｃで計算される？？？？。 

 Ｓｅｃｔｉｏｎ，ＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ，ＩｎｖｅｒｓｅはＴｉで正常動作 


